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種形成機構研究

岡　田　典　弘

　当部門は、平成 14 年より客員部門として基礎生物学研究所の一員となり、東京工業大学大学院生
命理工学研究科の進化・統御学講座と密接に連携しつつ、脊椎動物の種形成メカニズムについて研究
を行ってきました。
　現在の地球上に観察される様々な生物の多様性の背景には長い進化の歴史がありますが、その重要
な原動力と考えられるものの一つは、適応放散による爆発的な種分化・種形成の過程です。適応放散
は様々な系統において過去に何度も繰り返し起こってきたと考えられていますが、その具体的な要因
やメカニズムにはいまだ数多くの謎が残っています。生物の爆発的な種分化と、それに伴う新奇形質
の獲得や新たな環境への適応は、遺伝学的・発生学的にどのようなプロセスで起こってきたのでしょ
うか。本研究部門では、 爆発的適応放散を遂げたアフリカ東部のビクトリア湖産カワスズメ科魚類 ( シ
クリッド ) を材料に、分子生物学的な手法を用いてその謎を明らかにする試みを行ってきました。地
質学的な証拠から、この湖は約 12,000 年前に一度完全に干上がったことが示唆されています。従って、
この湖のシクリッド群集は、( 進化的に見て ) 極めて若い群集であり、短期間のうちにわずかな祖先
種から現在見られる数百種にまで種分化し、様々な形質の多様化を遂げたということになります。そ
の証拠に、私達のグループによる上記魚類のレトロポゾンなどの解析では、ほとんどの中立的な遺伝
子において、多型が存在している場合には複数の対立遺伝子が異種間で共有されていることが明らか

図 1．捕獲直後のPundamilia nyererei ♂
体表の色彩パターンは雌が雄を交配相手として選ぶ際に重要と考えられています。
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になっています。つまり逆に言えば、特定の遺伝子が種分化・種形成に伴って何らかの選択圧を受け
ていた場合にのみ、対立遺伝子の異種間における置換という現象が観察されることになりますから、
これらシクリッドは上記過程に伴う適応プロセスを検証するための絶好の材料と考えられる訳です。
　私達のグループは、これまでに、現地機関の協力を得てビクトリア湖南岸に調査ステーションを設
け、大量のサンプルを捕獲して、遺伝的・形態的な解析を行うための基盤を整えてきました。特に、
捕獲直後、体色が変化する前に全個体について撮影を行った画像や、遺伝的な解析が可能な形で固定
された数多くの組織標本などは、100 年余りに渡って行われてきた東アフリカ産シクリッドの研究の
歴史においても特筆に価すると思われます。私達のグループでは、特に視物質であるオプシンに着目
し、上述のアプローチによる分子進化学的な解析を進めており、観察された変異がこれら魚類の種分
化・種形成におけるどのような側面に関与してきたのか解析を進めています。
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